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内も上京し、近代的な能のあ 方を模索し実践 った。彼の『能楽盛衰記』に根本思想ともいうべき文章が載っている。 「私はかねてから能楽は容易に改むべきものでは いが 又既に行き詰まつた藝術でもないまだ此の上に発展の余地を存してゐると信じて居る
（
10









跡見学園女子大学文学部紀要 第 48 号 2013 





































































したこと、しかしながら音楽学校の制度の枠組みが「声楽」 「器楽」という区別を要求し、経費面か 流儀も限定しようとしたこと、それに対して池内が現実的な妥協をはかり、まずは音楽学校内に能楽教育の足がかりを築くのを最優先したことなど 伺える。
 
 
ここで、 能が 「選科学科目」 であったことの意味を確認しておきたい。









和八 （一九三三） 年度は、 三十二名 男子志願者のうち三十一名が入学、十三名の女子志願者全員が入学して る
（
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跡見学園女子大学文学部紀要 第 48 号 2013 
奏者として能樂に關係せざりしのみならず、觀覧者としても疎んぜられて居つたのでありますが、是れは能樂其ものゝ性質が女子に適せぬといふ方ではなく、封建時代の習俗として、一般に女子を輕んじた、所謂男尊女卑の風習から及ぼした影響に過ぎなかったのであります。 （中略）また其 演奏者として 成績を見まするに、其の薀奥を極め上手名人 稱せらるゝ程の
人は未だ顯れませぬが、或る程
































































































































































































































































































































これは音楽学校において新たな能のあり方が模索されていたことを伝える非常に興味深い証言である。彼女たち自身も「己惚れ」と う言葉使っているように、彼女たちの思いこみというもの あったということを差し引いても、左近の熱心さと うのは十分窺い知れる。音楽学校に関わる以前の発言では、能をやっている女性に対して冷ややかな、距離を取っている態度だったが そ 頃の様子とこ 紫会に対して それと








れの役を勤めつつ、 舞も入った演劇としてのドラマを展開する。 しかし、この左近の試みで 、能の声楽部分 取り出し、合唱として聞かせるという前代未聞 形 を取った。これは、音楽学校 いう場ならで の能における声楽としての可能性に注目し、発展させるような試みといえるだろう。そして、もう一つの革新的な点は 男女で高低の二部合唱をさせたことである。伝統的な上演形式では、地謡といういわばコーラスに当たるものは存在す が 全員で斉唱する が普通であ 、二声部以上に分かれた重唱、合唱はない。しかし、ここ 左近は男女 二部合唱をさせたのだ。女性 高い声 謡にふさわ くないと否定的に受け取
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れることとなった。当時は女流能に反対の多い風潮だった もかかわらず、池内は女性の能に好意的であった。一方、左近は当初女流能に対して批判的な考えであったが、池内より東京音 教授と う任務を託されたことが契機となり、ま 教育 実践の場 おいて女生徒ととの触れ合いの中で、能の近代的なあり方 して手応えを感じ 学生教育の積極的関与へと変化していった。国家公認 能へ 思い 実際の体験
72
東京音楽学校と女流能楽師誕生の歩み 















1） 森末義彰 『中世芸能史論考』 東京堂出版、 一九七一年、 二七三～二七九頁。
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